
令和９年度予算への要望書 

 

団体名 一般社団法人 川崎市商店街連合会 

 

役所の担当部局名 経済労働局観光・地域活力推進部 

件名 川崎市商店街連合会団体運営費補助の増額等について 

〇印を付けてください 新規  継続 

要望内容 

 

商店街は来街者の減少、空き店舗の増加、店主の高齢化、後継者不足など様々な

課題に直面しています。ライフスタイルの変化、大型商業施設の出店などにより、

地域商業をめぐる環境が大きく変わるなか、コロナ禍後においても、地域の商店街

では廃業や退会により会員の減少が続いております。 

川崎市商店街連合会は昭和２７年の設立以来、市内唯一の全市的な商店街団体と

して市内商店街の発展を図り、商業の振興発展と市民の消費生活の向上を目的とし

て活動してまいりました。しかしながら、会員の減少や協賛金及び川崎市の運営費

補助金の減額により、その運営が大変厳しい状況におかれています。 

特に、近年の物価の上昇の影響により増大する経費に対し、財源が不足し当年度

あたりの決算はマイナスとなっています。当連合会は営利的な活動は行えないた

め、市など支援団体からの補助金が数少ない財源の一つとなっています。 

平成５年度の川崎市からの運営費補助金は１，０３５万円でしたが、令和７年度

には補助額が４２１万円と大きく減少しております。 

市内商店街の発展のためにも、川崎市商店街連合会の役割りを再認識していただ

き、川崎市からの団体運営費補助の増額や補助率５０％の見直しについて要望いた

します。 

川崎市からの市商連団体運営費補助（５０％補助） 

平成 ５年度    １,０３５万円 

平成１０年度     ７０９万円 

平成１５年度     ７００万円 

平成２２年度     ６１８万円 

平成２５年度     ５０８万円 

令和 ３年度     ４３０万円 

令和 ４年度     ４３０万円 

令和 ５年度     ４２１万円 

令和 ６年度     ３７６万円 

令和 ７年度     ４２１万円 

 


